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※本研究は，文部科学省科学研究費補助金基盤研究 (No.25K04589)の助成を受けて行い
ました。また，日本環境教育学会第36回年次大会での発表内容を元にしています。



研究の背景と目的
◼ 原子力災害時の安定ヨウ素剤の服用に関する教材等の状況
 日本政府は，2025年2月18日に第7次エネルギー基本計画を策定した。第4次
（2014年）から第6次（2021年）の計画における「可能な限り原発依存度を低減
する」が削除され，原子力を「最大限活用する」と記述されるなど，原発回帰の
姿勢が鮮明となった。

 日本の原発の再稼働も進められており，2025年10月20日現在の稼働状況は7
発電所11基となっている。

 2011年3月に起きた東京電力福島第一原子力発電所（以下，福島第一原発）の
事故では，日本政府や福島県による安定ヨウ素剤の配布や服用についての指
示が適切に行われなかったことが教訓の一つとして国会事故調や政府事故調
の報告書で指摘されている。

 有事の際には，特に放射線被ばくの感受性が高い子どもや妊婦が適切なタイミ
ングで安定ヨウ素剤を服用することが求められる。

原子力災害時の安定ヨウ素剤の服用に関する情報が教育・広報の
内容として教材等にどの程度説明されているか，現状を把握する。

研究の目的：
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安定ヨウ素剤の扱いと住民への周知等
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◼ 住民への周知等
 内閣府の防災基本計画では，「第12編 原子力災害対策編」において，2024

年の改正で，地方自治体が安定ヨウ素剤の服用の効果等について住民等に
周知徹底することの努力義務が明記された。

「地方公共団体は，原子力災害対策指針等を参考に，安定ヨウ素剤の服用
の効果等について住民等へ日頃から周知徹底に努めるものとする。」 

◼ 原子力災害対策重点区域
での安定ヨウ素剤の扱い
 PAZ（概ね半径5km圏，予防的
措置を準備する区域）

⇒事前配布

 UPZ（概ね半径30km圏，緊急
防護措置を準備する区域）

⇒原則緊急配布

（自治体判断で一部事前
配布可能）

内閣府（2020）「「安定ヨウ素剤の事前配布に係る運用に
ついて」のポイント」（一部加筆）



安定ヨウ素剤に関するWHOのガイドライン

WHO（2017）「Iodine thyroid blocking」の表紙・目次（一部）

◼ WHOのガイドライン
 WHO（2017）「Iodine thyroid blocking」
（安定ヨウ素剤投与による甲状腺ブロッ
ク）は，放射線災害および原子力災害へ
の計画と対応における安定ヨウ素剤の
利用ガイドラインを示したもの。

 1986年のチョルノービリ（チェルノブイ
リ）原発事故後の1989年に作成され，そ
の後，これまで数回改正された。
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本研究の
調査項目
に反映



安定ヨウ素剤に関する原子力規制庁の解説書

原子力規制庁（2024）「安定ヨウ素剤の配布・服用に当たって」の表紙・目次（一部）

◼ 原子力規制庁の解説書
 原子力規制庁（2024）「安定ヨウ素剤
の配布・服用に当たって」は，安定ヨウ
素剤の効能又は効果，適切な服用の
タイミング，服用を優先すべき者への
配慮，副作用等の課題を整理し，解説
したもの。

 2011年の福島第一原発事故後の
2013年に作成され，これまで改正され
てきた。
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本研究の
調査項目
に反映



地方自治体が作成した教材等の先行研究の例
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◼ 野澤・後藤（2020）の調査結果の例
 47都道府県中27カ所で教材等が確認され，原子力発電所が立地する13道県は
全て作成していた。

 原子力災害対策重点区域にある135市町村のうち52市町村（39％）で59件の資
料が見られ，そのうち「安定ヨウ素剤」が書かれていたのは17件（29％）だった。

（出典：野澤樹・後藤忍（2020）「全国の都道府県および原子力災害対策重点区域の市町村の教育委員
会における原子力・放射線教育の特性把握」，福島大学大学院共生システム理工学研究科 修士論文）

原子力災害対策重点区域内の市町村の資料のキー
ワード等に関する記述の集計結果（n=59，複数回答）

都道府県教育委員会における独自の原子力・
放射線教育に関する教材や資料の有無



研究方法
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◼ 調査対象の教材等
① 文部科学省の放射線副読本

② 原発または原子力災害対策重点区域がある21道府県および135市町村が
作成した教材等（例：放射線等に関する指導資料，原子力防災のしおり・ガ
イドブック・パンフレット，安定ヨウ素剤に関する説明資料・ウェブページ）

◼ 調査方法
 文部科学省や地方自治体のウェブサイト内で検索する（2025年9月時点）。

キーワード：「安定ヨウ素剤」，「原子力防災」

 一般の人々向けの教材等を収集する。
（※分量が多く専門的な「地域防災計画 原子力災害対策編」は含まない）

 安定ヨウ素剤に関する情報の有無をチェックし，星取表を作成する。

a）安定ヨウ素剤の効能

b）甲状腺の位置やブロックの仕組み（図）

c）安定ヨウ素剤の写真または図

d）優先的に服用すべき集団（子ども，妊婦等）

e）服用量

f）服用の具体的なタイミング

g）副作用

（※教材等1つごとに分類を行い，結果の集約では自治体単位でまとめる）

留意点

⚫ インターネット上に公開
されていない教材等は
確認できない。 



安定ヨウ素剤に関する情報の分類例（1）
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（出典：出雲崎町（2023）「原子力災害対応ガイドブック」，p.13-14）

a）安定ヨウ
素剤の効能

b）甲状腺の位置やブ
ロックの仕組み（図）

c）安定ヨウ素剤
の写真または図

d）優先的に服用すべき
集団（子ども，妊婦等）

e）服用量

f）服用の具体
的なタイミング

e）服用量

g）副作用

安定ヨウ素剤に関する内容

安定ヨウ素
剤の効能

甲状腺の位置や
ブロックの仕組
み（図）

安定ヨウ素剤の
写真または図

優先的に服用すべき
集団（子ども，妊婦

等）
服用量

服用の具体的
なタイミング

副作用

● ● ● ● ● ● ●



安定ヨウ素剤に関する情報の分類例（2）

9

（出典：島根県（2020）「安定ヨウ素剤の説明用リーフレット 子ども向け」）

a）安定ヨウ素剤の効能

b）甲状腺の位
置やブロックの
仕組み（図）

c）安定ヨウ素剤
の写真または図

e）服用量

g）副作用

安定ヨウ素剤に関する内容

安定ヨウ素
剤の効能

甲状腺の位置や
ブロックの仕組
み（図）

安定ヨウ素剤の
写真または図

優先的に服用すべき
集団（子ども，妊婦

等）
服用量

服用の具体的
なタイミング

副作用

● ● ● ● ●



教材等

の有無
名称や種類

安定ヨウ素剤

の効能

甲状腺の位置やブロッ

クの仕組み（図）

安定ヨウ素剤の

写真または図

優先的に服用すべき集団

（子ども，妊婦等）
服用量

服用の具体的な

タイミング
副作用

文部科学省 ● 放射線副読本

北海道 ● 原子力防災のしおり，原子力防災マンガリーフレット ● ● ●

青森県 ● 安定ヨウ素剤に関する資料（スライド） ● ● ● ● ● ● ●

宮城県 ● 原子力防災の手引き，安定ヨウ素剤に関する資料（スライド） ● ● ● ● ● ●

福島県 ●
放射線等に関する指導資料，原子力防災ガイドブック，原子力防災

の手引き，ウェブサイト
● ● ● ● ● ● ●

新潟県 ● 安定ヨウ素剤に関する資料（スライド，動画，Q＆A） ● ● ● ● ● ●

茨城県 ●
原子力ハンドブック，原子力とエネルギーブック，安定ヨウ素剤に

関する資料（スライド，ウェブページ）
● ● ● ● ● ●

静岡県 ● 原子力防災のしおり ● ● ● ●

富山県 ● 原子力防災ガイドブック，原子力防災通信 ● ● ● ● ● ● ●

石川県 ● 原子力防災のしおり ● ● ● ●

岐阜県 ● 原子力防災ガイドブック ● ● ●

福井県 ● 安定ヨウ素剤に関する資料（スライド，動画，Q＆A） ● ● ● ● ● ● ●

滋賀県 ● 原子力防災ハンドブック ● ●

京都府 ● 原子力災害時の避難ガイド ● ● ●

鳥取県 ●
原子力防災ハンドブック，安定ヨウ素剤に関する資料（スライド，

動画，ウェブページ）
● ● ● ● ● ● ●

島根県 ●
安定ヨウ素剤に関する資料（リーフレット（子ども向け，保護者向

け），ウェブページ，Q＆A）
● ● ● ● ● ●

山口県

愛媛県 ● 安定ヨウ素剤に関する資料（スライド） ● ● ● ● ● ● ●

福岡県 ● 原子力防災のしおり，安定ヨウ素剤に関する資料（Q&A） ● ● ● ● ● ●

佐賀県 ● 原子力防災の手引き ● ● ● ● ●

長崎県 ● 原子力防災の手引き ● ● ● ● ●

鹿児島県 ● 原子力防災のしおり，安定ヨウ素剤に関する資料（動画） ● ● ● ● ● ● ●

計 21 － 20 15 17 12 17 10 17

安定ヨウ素剤に関する内容
国および

道府県

教材等

⚫ 文部科学省の放射線副読本ではすべてが未記載だった。

⚫ 21道府県では，山口県を除く20道府県で教材等が確認され，「安定ヨウ素剤の
効能」，「甲状腺の位置やブロックの仕組み（図）」，「安定ヨウ素剤の写真または
図」，「服用量」，「副作用」は7割以上と比較的多く掲載されていた。

⚫ 「優先的に服用すべき集団（子ども，妊婦等）」，「服用の具体的なタイミング」は
5～6割程度と相対的に少なかった。

調査結果（1）：国および21道府県
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⚫ 135市町村では，PAZを含む31自治体のうち22自治体（71％），UPZのみの104
自治体のうち51自治体（49％）で教材等が作成されており，PAZを含む自治体
のほうが割合が高く，全体では73自治体（54％）だった。

⚫ 道府県が作成した教材等を紹介しているところもあった。

調査結果（2）：135市町村の作成状況
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PAZを含む UPZのみ 計 PAZを含む UPZのみ 計 PAZを含む UPZのみ 計

北海道 3 10 13 1 4 5 33% 40% 38%

青森県 1 4 5 1 2 3 100% 50% 60%

宮城県 2 5 7 2 2 4 100% 40% 57%

福島県 5 8 13 1 3 4 20% 38% 31%

新潟県 2 7 9 2 6 8 100% 86% 89%

茨城県 4 10 14 2 5 7 50% 50% 50%

静岡県 1 10 11 1 6 7 100% 60% 64%

富山県 0 1 1 0 0 0 － 0% 0%

石川県 1 7 8 1 1 2 100% 14% 25%

岐阜県 0 1 1 0 0 0 － 0% 0%

福井県 5 7 12 5 2 7 100% 29% 58%

滋賀県 0 2 2 0 1 1 － 50% 50%

京都府 1 7 8 1 5 6 100% 71% 75%

鳥取県 0 2 2 0 1 1 － 50% 50%

島根県 1 3 4 1 3 4 100% 100% 100%

山口県 0 1 1 0 0 0 － 0% 0%

愛媛県 2 5 7 1 0 1 50% 0% 14%

福岡県 0 1 1 0 0 0 － 0% 0%

佐賀県 2 1 3 2 1 3 100% 100% 100%

長崎県 0 4 4 0 4 4 － 100% 100%

鹿児島県 1 8 9 1 5 6 100% 63% 67%

計 31 104 135 22 51 73 71% 49% 54%

道府県
PAZ・UPZ圏内の市町村数（A） 教材等を確認できた市町村数（B） 教材等を確認できた市町村の割合（B/A）



調査結果（3）：道府県別の市町村の例（1）
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◼ 福島県

◼ 北海道

教材等

の有無
名称や種類

安定ヨウ素剤

の効能

甲状腺の位置やブロッ

クの仕組み（図）

安定ヨウ素剤の

写真または図

優先的に服用すべき集団

（子ども，妊婦等）
服用量

服用の具体的な

タイミング
副作用

大熊町 PAZ

双葉町 PAZ

浪江町 PAZ

富岡町 PAZ

楢葉町 PAZ ● 楢葉町原子力災害広域避難の手引き ● ● ●

広野町 UPZ ● ひろの町原子力災害避難マニュアル ●

川俣町 UPZ

川内村 UPZ

いわき市 UPZ ● 安定ヨウ素剤に関すること ● ● ● ● ● ● ●

田村市 UPZ ● 原子力災害が発生したら？ ●

南相馬市 UPZ

葛尾村 UPZ

飯館村 UPZ

計 13 － 4 － 4 2 1 1 1 1 2

道府県 市町村
PAZ・

UPZ

教材等 安定ヨウ素剤に関する内容

福島県

教材等

の有無
名称や種類

安定ヨウ素剤

の効能

甲状腺の位置やブロッ

クの仕組み（図）

安定ヨウ素剤の

写真または図

優先的に服用すべき集団

（子ども，妊婦等）
服用量

服用の具体的な

タイミング
副作用

泊村 PAZ ● 原子力防災のしおり ● ● ●

共和町 PAZ

岩内町 PAZ

神恵内村 UPZ ● 原子力防災のしおり ● ● ●

寿都町 UPZ ● 原子力防災のしおり ● ● ● ●

蘭越町 UPZ

ニセコ町 UPZ

倶知案町 UPZ

積丹町 UPZ

古平町 UPZ ● 原子力防災のしおり ● ● ● ●

仁木町 UPZ

余市町 UPZ ● 原子力防災のしおり ● ● ● ● ● ●

赤井川村 UPZ

計 13 － 5 － 5 1 3 0 3 3 5

道府県 市町村
PAZ・

UPZ

教材等 安定ヨウ素剤に関する内容

北海道



調査結果（3）：道府県別の市町村の例（2）
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◼ 茨城県

◼ 新潟県
教材等

の有無
名称や種類

安定ヨウ素剤

の効能

甲状腺の位置やブロッ

クの仕組み（図）

安定ヨウ素剤の

写真または図

優先的に服用すべき集団

（子ども，妊婦等）
服用量

服用の具体的な

タイミング
副作用

柏崎市 PAZ ●
柏崎市防災ガイドブック(原子力災害編)，安定ヨウ素

剤
● ● ● ● ● ● ●

刈羽村 PAZ ● 安定ヨウ素剤 事前配布に関する情報 ● ●

長岡市 UPZ

上越市 UPZ ● 安定ヨウ素剤の配布体制 ● ● ●

小千谷市 UPZ ● 原子力災害対応ガイドブック ● ● ● ●

十日町市 UPZ ● 原子力災害対応ガイドブック ● ● ● ●

見附市 UPZ ● 原子力災害対応ガイドブック ● ● ● ● ● ●

燕市 UPZ ● 原子力災害対応ガイドブック ● ● ●

出雲崎町 UPZ ● 原子力災害対応ガイドブック ● ● ● ● ● ● ●

計 9 － 8 － 8 6 6 5 3 3 5

道府県 市町村
PAZ・

UPZ

教材等 安定ヨウ素剤に関する内容

新潟県

教材等

の有無
名称や種類

安定ヨウ素剤

の効能

甲状腺の位置やブロッ

クの仕組み（図）

安定ヨウ素剤の

写真または図

優先的に服用すべき集団

（子ども，妊婦等）
服用量

服用の具体的な

タイミング
副作用

東海村 PAZ ● 安定ヨウ素剤に関する資料（ウェブページ） ● ●

日立市 PAZ

那珂市 PAZ

ひたちなか市 PAZ ● 安定ヨウ素剤に関する資料（ウェブページ） ● ● ● ● ●

常陸太田市 UPZ ● 安定ヨウ素剤に関する資料（ウェブページ） ● ●

常陸大宮市 UPZ

城里町 UPZ ● 原子力災害に備えた広域避難ガイドマップ ●

水戸市 UPZ

茨城町 UPZ

大洗町 UPZ

高萩市 UPZ

大子町 UPZ ● 大子町原子力災害広域避難ガイド ● ●

笠間市 UPZ ● 原子力災害広域避難所マップ ●

鉾田市 UPZ ● 原子力災害に備えた避難ガイドマップ ●

計 14 － 7 － 7 1 2 1 2 1 0

茨城県

道府県 市町村
PAZ・

UPZ

教材等 安定ヨウ素剤に関する内容



調査結果（3）：道府県別の市町村の例（3）
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教材等

の有無
名称や種類

安定ヨウ素剤

の効能

甲状腺の位置やブロッ

クの仕組み（図）

安定ヨウ素剤の

写真または図

優先的に服用すべき集団

（子ども，妊婦等）
服用量

服用の具体的な

タイミング
副作用

敦賀市 PAZ ●
原子力防災パンレット，安定ヨウ素剤に

関する資料（ウェブページ）
● ● ● ● ● ●

美浜町 PAZ ●
原子力防災のしおり，安定ヨウ素剤に関

する資料（ウェブページ）
● ● ● ● ● ● ●

小浜市 PAZ ●
安定ヨウ素剤に関する資料（ウェブペー

ジ）
● ● ●

おおい町 PAZ ●
安定ヨウ素剤に関する資料（ウェブペー

ジ，PDF）
● ● ● ●

高浜町 PAZ ●
安定ヨウ素剤に関する資料（ウェブペー

ジ，PDF）
● ● ● ● ● ● ●

南越前町 UPZ ● 原子力災害に備えて ●

福井市 UPZ

鯖江市 UPZ

越前市 UPZ ● 原子力防災のしおり ● ● ● ●

越前町 UPZ

池田町 UPZ

若狭町 UPZ

計 12 － 7 － 7 5 6 4 4 3 3

安定ヨウ素剤に関する内容

道府県

教材等

福井県

市町村
PAZ・

UPZ

◼ 鹿児島県

◼ 福井県

教材等

の有無
名称や種類

安定ヨウ素剤

の効能

甲状腺の位置やブロッ

クの仕組み（図）

安定ヨウ素剤の

写真または図

優先的に服用すべき集団

（子ども，妊婦等）
服用量

服用の具体的な

タイミング
副作用

薩摩川内市 PAZ ●
原子力ぼうさいのしおり，原子力広報　薩摩川内

No.28
● ● ● ● ●

いちき串木野市 UPZ ● 原子力防災ガイドブック，安定ヨウ素剤について ● ● ●

阿久根市 UPZ

鹿児島市 UPZ ● 原子力防災 ● ●

出水市 UPZ ● UPZ内における安定ヨウ素剤の事前配布

日置市 UPZ ● 原子力災害時の対処行動について

姶良市 UPZ ●

さつま町 UPZ

長島町 UPZ ● さつま町防災マップ　原子力災害編

計 9 － 6 4 1 1 2 1 1 1

道府県 市町村
PAZ・

UPZ

教材等 安定ヨウ素剤に関する内容

鹿児島県



考察（1）
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⚫ 文部科学省の放射線副読本ではすべてが未記載だった。

安定ヨウ素剤の服用による放射線防護は，全国的に子どもに教えるべき
内容とは認識されていないと考えられる。

子どもは放射線被ばくの感受性の高さから優先的に服用すべき対
象であり，福島第一原発事故時に安定ヨウ素剤の配布や服用につ
いての指示が適切に行われなかった教訓の継承の観点からも，放
射線副読本に記載すべき内容と考えられる。

⚫ 原子力災害対策重点区域がある21道府県では，安定ヨウ素剤に関する教材等
が多く作成されていたが，情報にはやや偏りがあり， 「優先的に服用すべき集団
（子ども，妊婦等）」と「服用の具体的なタイミング」は相対的に少なかった。

安定ヨウ素剤の服用の指示は国または地方自治体が行うこととなってお
り，優先的に服用すべき対象や服用の具体的なタイミングについては，
必ずしも周知すべき内容とは認識されていないと考えられる。

安定ヨウ素剤の服用による放射線防護の実効性を高めるためにも，
優先的に服用すべき対象や服用の具体的タイミングは記載すべき
内容と考えられる。



考察（2）
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⚫ 原子力災害対策重点区域がある135市町村では，PAZを含む31自治体のうち
22（71％），UPZのみの104自治体のうち51（49％）で教材等が作成されており，
PAZを含む自治体のほうが割合が高く，全体では73自治体（54％）だった。

野澤・後藤（2020）に比べて教材等を作成する自治体は増えているが，
道府県が作成した教材等を紹介したり，道府県と協力して作成する例も
あり，必ずしも市町村独自に作成しているわけではないと考えられる。

内閣府の防災基本計画において，地方自治体が安定ヨウ素剤の服
用の効果等について住民等に周知徹底することの努力義務が明記
されたことからも，今後教材等の作成が期待される。

⚫ 大人向けと区別して子ども向けに分かりやすく作成した教材等は限られていた。

子どもが安定ヨウ素剤を服用する場合も，大人の判断で行うことが前提
であり，子ども用を作成する必要はないと認識されている場合が多いと
考えられる。

子どもの放射線被ばくの感受性は教えるべき内容であり，学校教育
に取り入れやすくするためにも，子ども向けの教材等が作成される
ことが望ましいと考えられる。



⚫ 書名：『あの日 風しもの町で起きたこと
東京電力・福島第一原子力発電所事故直後の
福島県三春町での「安定ヨウ素剤」の配布』

⚫ 発行：2025年3月27日

⚫ 頁数：A4版14頁

⚫ 発行者：「風しもの村 風しもの町」実行委員会

⚫ 監修：後藤忍

⚫ 協力：原子力市民委員会 福島原発事故部会
（第1部会）

    福島大学放射線副読本研究会

 モニタリングポストの継続配置を求める
市民の会・三春

⚫ デザイン：佐藤真弥

参考：三春町の安定ヨウ素剤配布に関する教材

（出典：https://drive.google.com/file/d/

1vpbSOg2mMs4QgYPnVG4l29hhXe80FEF3/

view）

https://drive.google.com/file/d/1vpbSOg2mMs4QgYPnVG4l29hhXe80FEF3/view
https://drive.google.com/file/d/1vpbSOg2mMs4QgYPnVG4l29hhXe80FEF3/view
https://drive.google.com/file/d/1vpbSOg2mMs4QgYPnVG4l29hhXe80FEF3/view


研究のまとめ
◼ 安定ヨウ素剤の服用による放射線防護について，文部科学省の放
射線副読本ではすべてが未記載だった。

◼ 原子力災害対策重点区域がある21道府県では，安定ヨウ素剤に
関する教材等が多く作成されていたが，情報にはやや偏りがあり， 

「優先的に服用すべき集団（子ども，妊婦等）」と「服用の具体的なタ
イミング」は相対的に少なかった。

◼ 原子力災害対策重点区域がある135市町村では，73（54％）の自
治体で教材等が作成されており，PAZを含む自治体のほうがUPZ
のみの自治体よりも割合が高かった。

◼ 子ども向けに分かりやすく作成した教材等は限られていた。

◼ 子どもの放射線被ばくの感受性は教えるべき内容であり，内閣府
の防災基本計画への対応や福島第一原発事故時の教訓の継承，
学校教育への取り入れやすさの観点からも，安定ヨウ素剤に関す
る子ども向けの教材等が作成されることが望ましいと考えられる。

18
ご清聴ありがとうございました。
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